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京都女子学園同窓会
藤陵会

藤陵会は会員相互の親睦をはかると同時に、京都女子学園の発
展に尽力し、ひろく社会文化に貢献することを目的とする同窓会組
織で、本学園各学校の卒園・卒業生は全員その会員となります。

その活動は、京都女子学園の教育全般にわたる援助や、茶道、華
道、書道などの文化教室、講演会・講習会、文化祭などの厚生事業、
あるいは会報の発行など、多岐にわたっています。令和2年（2020）
3月に同窓会組織設立100周年を迎えました。

京都女子学園の建学の精神を体し、その維持発展に寄与すると
ともに、会員相互の親睦をはかることを目的とした団体です。主に
本学園の各学校に対する援助を行っています。

特に、仏教音楽の普及助成や宗教教育振興助成などの事業を行っ

ており、学園各校からの要望にもとづく補助事業の実施や、宗教行
事に使われる備品の整備、また卒業時に帰敬式を受式する学生・生
徒への補助等を実施しています。

京都幼稚園が行う教育の充実発展に寄与し、良い教育環境をつ
くるとともに、会員相互の親睦ならびに教養の向上をはかることを
目的とした、京都幼稚園に在園する園児の保護者でつくる組織です。

研修会、バザー、教育用備品の購入援助などの事業を行ってい
ます。

京都女子大学附属小学校の卒業生でつくる組織で、附属小学校
の教育の充実発展と、会員相互の親睦を図ることを目的とし、愛称
を「ふじの子同窓会」といいます。

創立５０周年を機に、卒業生の間で積極的に母校を応援していこう
とする機運が高まり、平成１９年（2007）１２月５日に会則を改正し、ふ
じの子成人式、ふじの子サミットなどの新たな活動を始めました。

京都女子大学附属小学校の教育目的達成のために必要な協力
を行い、家庭と学校との連絡を密にするとともに、あわせて会員相
互の親睦をはかることを目的とし、京都女子大学附属小学校に在校

する児童の保護者と教職員でつくる組織です。
研修会や講演会、教育用備品の購入援助、児童下校時の安全パト

ロール活動などの事業を行っています。

京都女子中学校及び京都女子高等学校に在校する生徒の保護
者でつくる組織です。生徒が十分な教養を身につけ、心身の円満な
発達を遂げるよう、物心両面にわたる具体的な後援活動を行うとと
もに、会員相互の親睦及び学校と保護者の連絡をはかるための諸

行事を催しています。
研修会や春と秋の教育懇談会、文化祭にあわせて開催するバザ

ー、教育用備品の購入援助などの事業を行っています。

大学の教育目的達成のために必要な援助を行い、大学と家庭と
の連携を密にして、会員相互の親睦を図ることを目的とした保護者
の組織です。地区懇談会の開催やメルマガ配信等を通じ、保護者と
大学が「大学のあり方」や「学生生活」などについて、さまざまな角度

から考えるコミュニケーションの機会をもっています。
また、独自の奨学金をはじめ、宗教教育への助成、進路・就職支援

事業の後援や課外行事・活動への援助、教育用備品の購入援助など
の事業も行っています。

京都女子
中学高等学校
保護者会

京都女子大学
附属小学校後援会
（ふじの子同窓会）

京都女子学園
維持会

京都女子大学
附属小学校育友会

京都女子大学
育友会

京都幼稚園若草会

　本学園の設置する各学校の校章の模様は、いずれも浄土真宗
本願寺派の「さがり藤」を意匠化したものです。

女な虚謙に姿く咲に紫すう、てれたを頭の」藤りがさ「、はれそ　
性を彷彿させることに由来すると伝えられています。

京都女子大学附属小学校京都女子学園マーク（旧学園校章）

京都女子学園 京都女子中学校

京都女子高等学校

京都女子大学・大学院

京都幼稚園

京都幼稚園マーク

校章について
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